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抄録 シリーズ発表（１）として、Puを増やすことなく運転できる炉の概念を示した。ここでは（２）と

して、その可能性をより現実的なモデルを用いて計算し確認した。冷却材として鉛ビスマスを、燃料とし

ては金属燃料を想定した。炉心体系は前シリーズ（１）の図 1の 2次元 RZ体系についてモンテカルロ法

コードMVPBURNで計算し 10年程度は燃料交換することなく、運転できることを確認した。
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1. 評価方法

前発表（１）の図 1の炉心、プレナム及びブランケットの物質組成をある代表的な値に固定した上で、

臨界になるように炉心径を決めることで RZ炉心モデルを決定した。

(1)では 15cmのブランケット厚さに対し、炉心余剰反応度が 1%dk以下となる燃焼期間が 10年以上と

なるような Pu富化度 10.9%を決めたが、その富化度を上記 RZモデルの炉心領域に使用し、炉心高とブラ

ンケット厚を微調整することで 10年燃料無交換の運転が可能な 460MWtの１領域炉心を決定した。つい

で、出力平坦化のために炉心体積を径方向に等分割し、内側、外側炉心で異なる Pu富化度を与え、やは

り 10年程度の燃料無交換運転が可能な２領域炉心を決めた（図 1）。
図 2には前発表の RZモデルで炉心半径無限大とした１次元モデル、上記２次元 RZの１領域モデル及び

２領域モデルの燃焼に伴う Keffの変化を示す。１次元モデルでは径方向への中性子漏れがないとしている

ので、Keffが RZモデルより大きくなっている。この RZ２領域モデルでは、内側富化度を 9.6%、外側側

富化度を 13.8%とした。

2．結果と結論

金属燃料と鉛ビスマス冷却材の組み合わせで、運転サイクル 10 年１バッチ燃料交換の小型高速炉設計が

可能なことを確認した。炉心、ブランケット、プレナム領域を含めた冷却材ボイド反応度が負となるよう

に設計できることが分かった。
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